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東京都

九
段
坂
病
院

院
長中

井 

修
氏
に
聞
く
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―
―
九
段
坂
病
院
の
沿
革
お
よ
び
そ
の
特
徴
か

ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

九
段
坂
病
院
は
１
９
２
６（
大
正
15
）年
に
設

立
さ
れ
、
今
年
で
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当

初
は
30
床
の
私
立
病
院
で
し
た
が
、
１
９
４
９

年
に
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
に
経
営
移

管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
徐
々
に
規
模
を
拡
大

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
性
格
も
地
域
医
療
を

支
え
る
と
い
う
も
の
か
ら
、
職
域
病
院
的
な
要

素
が
色
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
同
じ

く
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
病
院
で
あ

り
、
ま
た
規
模
も
大
き
な
虎
の
門
病
院
が
近
く

に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
特
色
の
あ
る
病
院
作
り

が
経
営
的
に
も
、
ま
た
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
か

ら
も
、
漸
次
迫
ら
れ
る
課
題
と
な
っ
て
き
て
い

た
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
の
結
果
、
整
形

外
科
の
拡
充
が
戦
略
と
し
て
採
択
さ
れ
、
東
京

医
科
歯
科
大
学
と
も
連
携
し
て
、
特
に

１
９
８
０
年
頃
か
ら
は
脊
椎
脊
髄
疾
患
の
患
者

さ
ん
を
集
中
的
に
治
療
す
る
体
制
の
整
備
、
強

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
２
０
０
６
年
に
院
長
に
な
っ
た
際
に
、

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
０
０
０
」
と
い
う
、
脊
椎
手

術
を
年
間
１
０
０
０
件
実
施
し
よ
う
と
い
う
計

画
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
週
20
件
以
上
の
手
術

を
実
施
す
る
こ
と
は
、
当
時
か
な
り
大
変
な
こ

と
で
し
た
が
、
09
年
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
以
来
、
手
術
件
数
は
増
加
の
一
途
を

辿
っ
て
お
り
、
現
在
、
同
領
域
の
手
術
件
数
は

北
の
丸
公
園
、
皇
居
の
森
の
緑
を
臨
む
こ
と
が

で
き
、
そ
の
眺
め
は
療
養
中
の
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

医
療
機
器
、
設
備
も
最
新
の
も
の
に
更
新
し

ま
し
た
。
な
か
で
も
整
形
外
科
用
の
低
線
量
全

身
Ｘ
線
画
像
診
断
装
置
「sterEO

S

イ
メ
ー
ジ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
や
、
高
精
度
な
３
Ｄ
画
像
を

確
認
し
な
が
ら
の
手
術
を
実
現
す
る
外
科
用
Ｘ

線
透
視
装
置
「O

-arm

」
な
ど
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
整
形
外
科
の
医
療
の
質
が
さ
ら
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、
新
築
移

転
を
考
慮
し
て
、
移
転
前
の
２
０
１
４
年
に
電

子
カ
ル
テ
を
導
入
し
Ｉ
Ｔ
化
を
積
極
的
に
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
新
病
院
で
は
効
率
的
か
つ
安

全
性
の
高
い
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
“
病
院
Ｉ
Ｔ
”
を
よ
り
骨
太
な

も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
を
つ
く
り
、
脳
磁
気
刺
激
治
療
な
ど
最
新

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

な
お
、
合
築
し
た
千
代
田
区
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

本
邦
随
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
腰
部
脊
柱

管
狭
窄
症
な
ど
脊
椎
脊
髄
疾
患
の
診
断
と
治
療

に
お
い
て
は
、
日
本
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
と
言
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
整
形
外
科
の
他
に
も
、
食
道
が
ん
や

大
腸
が
ん
の
内
視
鏡
手
術
、
婦
人
科
の
子
宮
鏡

手
術
な
ど
に
つ
い
て
も
体
制
を
整
備
し
続
け
て

お
り
、
日
本
に
お
け
る
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

―
―
昨
年
11
月
に
新
病
院
へ
移
転
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

旧
病
院
は
、
最
も
新
し
い
建
物
で
も
１
９
７
８

年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
施
設
お
よ
び
設
備

の
老
朽
化
は
限
界
に
達
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
へ

の
対
策
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
私
が
院
長
に
な
っ
た
06
年
に
新
築
移

転
を
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、

都
心
部
で
新
築
移
転
す
る
た
め
の
大
き
な
土
地

を
確
保
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
移
転
に
際
し
て
は
、
多
く
の
紆
余
曲
折
を

経
ま
し
た
が
、
24
時
間
対
応
の
医
療
・
介
護
を

伴
っ
た
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
病
院
と

合
築
し
た
い
と
い
う
千
代
田
区
の
石
川
雅
巳
区

長
や
地
元
医
師
会
の
後
押
し
も
あ
り
、
現
在
の

旧
千
代
田
区
役
所
跡
地
に
移
転
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

移
転
を
決
意
し
て
か
ら
完
成
す
る
ま
で
に
約

10
年
か
か
り
ま
し
た
が
、
満
足
す
る
病
院
が
建

て
ら
れ
た
と
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
新
病
院
の
特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

13
階
建
て
の
免
震
構
造
の
建
物
は
、
周
辺
の

水
と
緑
を
存
分
に
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
病

院
ら
し
く
な
い
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
空
間
を

目
指
し
ま
し
た
。
高
層
階
か
ら
の
眼
下
に
は
、

セ
ン
タ
ー
・
か
が
や
き
プ
ラ
ザ
と
連
携
し
て
、
新

た
な
医
療
・
介
護
機
能
と
し
て
「
在
宅
ケ
ア
（
医

療
）
拠
点
」
を
九
段
坂
病
院
が
担
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
当
院
が
、
千
代
田
区
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
新
病
院
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

脊
椎
外
科
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
、

ま
た
内
視
鏡
分
野
を
中
心
に
、
特
色
の
あ
る
医

療
を
、
千
代
田
区
と
連
携
し
な
が
ら
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

新
病
院
で
は
、
施
設
を
大
幅
に
拡
充
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
患
者
さ
ん
に
選

ば
れ
る
病
院
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
例
え

ば
、
現
在
、
主
に
組
合
員
を
対
象
に
展
開
し
て

い
る
人
間
ド
ッ
ク
事
業
の
見
直
し
で
す
。
人
間

ド
ッ
ク
は
当
院
で
の
収
益
事
業
の
１
つ
で
あ
り

ま
す
が
、
ド
ッ
ク
の
設
備
も
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ

ひ
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
で
す
。

皇居北の丸の地に続く名門病院が移設。
専門医療の高度化と地域医療のために
情報ネットワークの大幅高性能化図る
１９2６年に設立した九段坂病院は、９０年の間、皇居北の丸、千鳥ヶ淵の地で地域の厚い信頼を得てきた。
しかし建屋の老朽化に加え、高度な専門医療を展開すると同時に地域医療への更なる貢献を目指す同院にとって、
診療環境の向上は、喫緊かつ必須の課題でもあったことから、現院長は新築移転の断を下し、昨年１１月に実施。
旧院と目と鼻の先の地に建つ新病院は、回復期リハビリ病棟の新設をはじめ、その機能を大きく拡充した。
また、日本トップレベルの脊椎脊髄疾患の治療のための体制も、最新機器導入を始め大きく前進させている。
しかし刮目すべきは、それらを舞台裏で支える新規構築の院内ネットワークの高度化であろう。
新築移転の経緯等を院長の中井氏に、先進の院内ネットワークについては情報システム課の二川氏に聞いた。

2 0 1 6  N o v e m b e r

1975 年東京医科歯科大学医学部卒。整形外科に入局し
研修を行い、1983 年九段坂病院整形外科勤務。1989 年
から2 年間、諏訪中央病院に出向後、九段坂病院に戻り、
2006 年より同院院長、現在に至る

中井 修（なかい・おさむ）氏

九段坂病院

2015 年 11 月にリニューアルオープンした九段坂病
院。旧千代田区役所本庁舎跡地に高齢者総合サ
ポートセンターと合築した同院は、災害対策として免
震構造を持ち、鉄筋コンクリート造 13 階建て地下 1
階、延べ床面積 25,482 ㎡を持つ。高度な医療提
供のみならず、千代田区と連携して高齢者医療へ
の対応したシームレスな医療・介護の連携を目指す

国家公務員共済組合連合会
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▼
九
段
坂
病
院

新
築
病
院
で
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
院
内
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

運
用
・
管
理
の
実
現
を
図
る

1971年３月千葉県生まれ。2004年９月に国家公務員共
済組合連合会 九段坂病院へ入職。その後、同連合
会本部病院部、KKR札幌医療センター（北海道札幌
市）、横須賀共済病院（神奈川県横須賀市）、水府病
院（茨城県水戸市）と様 な々病床規模の病院等を経て、
2014年７月に九段坂病院へ帰任。情報システム課勤務

二川貴之（ふたかわ・たかゆき）氏

　
九
段
坂
病
院
は
新
築
移
転
に
伴
い
、
多
く
の

課
題
を
内
包
し
た
院
内
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
全
面
的
に
刷
新
。
ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ

ス
の
Ａ
Ｍ
Ｆ
（Allied Telesis M

anagem
ent 

Fram
ew

ork

）
へ
の
対
応
機
器
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
安
定
的
か
つ
管
理
の
し
や
す
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
。
同
院
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
お
よ
び
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
に
主
導
的

な
役
割
を
果
た
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
の
二

川
貴
之
氏
に
、
新
し
い
病
院
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
経
緯
と
、
そ
の
有
用
性
な
ど
に
つ
い

て
聞
い
た
。

九
段
坂
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
課 

課
長

二
川
貴
之
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

　

九
段
坂
病
院
は
、
２
０
１
５
年
11
月
に
病
院

を
新
築
移
転
し
た
が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
情
報

通
信
イ
ン
フ
ラ
を
再
構
築
し
た
。
そ
の
経
緯
に

つ
い
て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

課
長
の
二
川
貴
之

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
の
Ｉ
Ｔ
化
で
は
、
当
初
、
独
自
の
シ
ス
テ

ム
が
稼
働
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
医
事

会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
導
入
に
合
わ
せ
部
門
シ
ス
テ
ム
の
連
携
と
い

う
形
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
15
年

の
新
築
移
転
を
前
に
、
14
年
に
は
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
を
稼
働
し
て
い
ま
す
。
こ
の
電
子
カ
ル

テ
導
入
は
、
新
病
院
へ
の
移
転
を
視
野
に
入
れ

た
も
の
で
し
た
が
、
新
病
院
で
は
医
療
Ｉ
Ｔ
環

境
を
一
新
さ
せ
て
、
よ
り
効
率
的
な
医
療
を
推

進
で
き
る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
し
た
」

　

旧
病
院
に
お
け
る
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

は
、
課
題
が
多
か
っ
た
と
二
川
氏
は
話
す
。

「
こ
れ
ま
で
の
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
シ
ス

テ
ム
毎
に
各
々
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
繋

い
で
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
が
、
当
院
で
は
サ

ブ
ネ
ッ
ト
マ
ス
ク
16
ｂ
ｉ
ｔ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
で
全
て
の
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
て
い
た
こ
と

に
よ
り
、
各
々
の
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

通
信
制
御
が
う
ま
く
で
き
な
い
と
い
う
状
況
に

陥
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
物
理
的
な
配
線
に
関
し
て
も
、
業
務

系
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
の
２
系
統
に
加
え
、

細
々
と
し
た
各
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線

が
あ
る
な
ど
混
沌
と
し
た
状
態
で
し
た
し
、
16

ｂ
ｉ
ｔ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
論
理
分
割
も
な
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
一
括

し
て
解
決
す
る
た
め
に
、
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
図
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」

　

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
通
信
イ
ン
フ
ラ

の
再
構
築
を
担
当
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
課
で
は
、

従
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
課
題
解
決
を
踏
ま
え
、

新
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
以
下
の
よ
う

に
し
た
と
二
川
氏
は
話
す
。

「
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

は
、
物
理
的
な
配
線
を
１
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

統
合
す
る
こ
と
、
Ｖ
Ｌ
Ａ
Ｎ
化
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
論
理
分
割
を
行
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

通
信
を
一
程
度
以
上
制
御
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
で
き
る
だ
け
シ

ン
プ
ル
な
構
造
と
し
、
通
信
障
害
に
即
応
で
き

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
の
３
つ
を
挙
げ
、
通
信

イ
ン
フ
ラ
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

た
だ
、
病
院
の
新
築
移
転
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
の
絡
み
も
あ
っ
て
、
業
者
選
定
が
２
０
１
５

年
５
月
、
同
年
11
月
に
新
病
院
オ
ー
プ
ン
と
い

う
非
常
に
短
期
間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と

な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
対
応

も
大
き
な
要
件
と
な
り
ま
し
た
」

　

早
速
、二
川
氏
が
各
社
の
Ｓ
Ｄ
Ｎ
（Softw

are-
D

efined N
etw

orking

）
を
比
較
検
討
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
性
能

院
内
の
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
見
直
し

設
計
導
入
保
守
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減

新
病
院
建
設

● 九 段 坂 病 院 サ ー バ 室 ●

❶病院 6 階に設置されたサーバ室。通信系統や外部
通信についても6 階に設置、病院の管理部門と集約
化することで、運用・管理の人的体制の効率化を図る

❷光ファイバ、UTP ケーブルは、備えて上部にまとめ
て配線することで、配線の確認や変更が容易となり、
ケーブルの管理性が飛躍的に向上

❸特注の観音開き型サーバラックと、各種システムサー
バを同ラックに集約することで、広いスペースを確保し
づらいサーバ室の省スペース化を実現

❹サーバの配線は、各フロアからきている光ケーブル
を適切な長さで整然と配置。電源ケーブルはサーバ室
の下部に設置し、LANケーブルとの混線を解消

2

3

1

4

九 段 坂 病 院  ネ ット ワ ー ク 構 成 図

同院では、SDN/ネットワーク統合管理ソリューションAMF（Allied 
Telesis Management Framework）を導入して単純かつシンプルな統
合ネットワークを構築。IT 運用サービスとして「Net.Monitor（ネットドッ
トモニター）」オプションによるリモート監視を実施。障害対応、障害の
早期検出、予兆検出を24 時間 365日運用支援をしている
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要
件
な
ら
び
に
導
入
工
期
の
条
件
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス
の
Ｓ
Ｄ

Ｎ
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
統
合
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

Ａ
Ｍ
Ｆ
だ
っ
た
と
い
う
。

「
院
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
運
用
管

理
の
効
率
性
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
厳
し
い
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
下
で
の
導
入
を
可
能
と
す
る
実
績
、

そ
し
て
優
れ
た
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
性
を
有

す
る
ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」

　

九
段
坂
病
院
が
導
入
を
決
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｎ
／

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
統
合
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
Ｍ

Ｆ
（A

llied T
elesis M

anagem
ent 

Fram
ew

ork

）
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
同
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス
が
「
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
最
適
な
Ｓ

Ｄ
Ｎ
」
に
着
目
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
・
運

用
に
掛
か
る
コ
ス
ト
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
に

必
要
と
な
る
技
術
ス
キ
ル
を
大
幅
に
下
げ
る
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

従
来
方
式
で
は
個
別
に
ス
イ
ッ
チ
、
ル
ー
タ
ー
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
Ａ
Ｍ
Ｆ
は
、
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
を
一
元
化
、
自
動

化
、
簡
素
化
し
、
ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス
独
自
の

Ｓ
Ｄ
Ｎ
に
よ
り
、
効
率
の
よ
い
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
。

　

Ａ
Ｍ
Ｆ
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
二
川
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス
の
Ａ
Ｍ
Ｆ
に
は
、
効
率
よ

く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
管
理
・
運
用
す
る
機
能
が

多
数
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｍ
Ｆ

が
持
つ
ゼ
ロ
タ
ッ
チ
イ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能

は
、
オ
ー
ト
リ
カ
バ
リ
ー
と

同
じ
仕
組
み
に
よ
っ
て
新
規

ノ
ー
ド
の
自
動
セ
ッ
ト
ア
ッ

プ
が
な
さ
れ
る
の
で
、
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
の
交
換
作
業
を
迅

速
か
つ
簡
便
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、Ｉ
Ｔ
運
用
支
援
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
「N

et. M
onitor

（
ネ
ッ
ト
ド
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
）」

は
、
シ
ス
テ
ム
障
害
へ
の
対

応
だ
け
で
な
く
、
オ
プ
シ
ョ

ン
で
24
時
間
３
６
５
日
、
シ

ス
テ
ム
を
リ
モ
ー
ト
監
視
し

て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

障
害
の
早
期
検
出
・
予
兆
検
出
を
行
っ
て
く
れ

ま
す
。
情
報
シ
ス
テ
ム
課
は
、専
任
が
私
１
名
で
、

他
に
は
他
業
務
と
兼
務
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
１
名

い
る
１・５
人
体
制
な
の
で
、
シ
ス
テ
ム
監
視
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ベ
ン
ダ
が
代
行
し
て
く
れ
る
の
は

あ
り
が
た
い
で
す
」

　

二
川
氏
は
、
新
病
院
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
当
た
り
、
旧
病
院
時
代
の
課
題
解
決

だ
け
で
な
く
、
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
性

を
生
か
し
た
、
シ
ス
テ
ム
障
害
が
少
な
く
、
か

つ
障
害
復
旧
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
シ

ン
プ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
を
目
指
し
た
と

話
す
。

「
新
病
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
で
き
る
限
り

シ
ン
プ
ル
な
構
成
で
、
か
つ
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的

か
つ
安
定
的
な
運
用
を
実
現
す
る
よ
う
に
、
い

く
つ
か
の
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

　

院
内
Ｖ
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
計
で
は
、
一
般
的
な
病

院
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
で
は
建
物
ご
と
、
も
し
く

は
フ
ロ
ア
ご
と
に
Ｖ
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
定
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
当
院
で
は
電
子
カ
ル
テ
有
線
Ｖ
Ｌ
Ａ

Ｎ
、
電
子
カ
ル
テ
無
線
Ｖ
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
プ
リ
ン
タ
Ｖ
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
、
単
純
か
つ
シ
ン
プ
ル

な
Ｖ
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
構
築
し
ま
し
た
。
当
院
の
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
端
末
は
約
３
０
０
台
あ
り
ま
す

が
、
サ
ブ
ネ
ッ
ト
マ
ス
ク
を
23
ｂ
ｉ
ｔ
と
し
、
端

末
数
よ
り
も
多
い
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
を
設
定
で
き

る
よ
う
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
端
末
の
移
設

時
等
で
も
、
シ
ス
テ
ム
設
定
を
容
易
に
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
サ
ー
バ
室
に
お
い
て
も
、
院
内
に

は
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
し
か
サ
ー
バ
室
と
し
て

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
Ｖ
Ｃ
Ｓ

（V
irtual Chassis Stacking

）
技
術
に
よ
っ
て

仮
想
的
に
１
台
の
ス
イ
ッ
チ
と
し
て
サ
ー
バ
ス

イ
ッ
チ
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
コ
ア
ス
イ
ッ

チ
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
や
電
源
を
冗
長
化
し
て
い
ま
す

し
、
複
雑
な
制
御
プ
ロ
ト
コ
ル
を
排
除
し
た
Ｌ

Ａ
Ｇ
の
み
の
構
成
と
す
る
な
ど
の
工
夫
も
行
っ

て
い
ま
す
」

　

新
病
院
オ
ー
プ
ン
に
際
し
て
は
、
事
前
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
お
き
、
電
子
カ
ル
テ
を

中
心
と
す
る
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
移
設
作
業

は
、
11
月
の
３
連
休
を
利
用
し
て
一
気
呵
成
に

実
施
。
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
は
も
ち
ろ
ん
、
看
護

部
を
は
じ
め
と
す
る
院
内
ス
タ
ッ
フ
の
積
極
的

な
協
力
も
あ
り
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
移

設
作
業
を
完
了
し
た
と
い
う
。

「
２
０
１
５
年
11
月
24
日
の
外
来
稼
働
に
合
わ
せ

て
シ
ス
テ
ム
を
移
設
す
る
作
業
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
業
者
だ
け
で
な
く
、
院
内
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ

め
、
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
の
担
当
者
ら
、
関
係
者
が

一
丸
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　

金
曜
日
の
11
月
20
日
、
医
療
安
全
の
観
点
か

ら
も
シ
ス
テ
ム
を
停
止
し
て
移
設
す
る
こ
と
と

し
、
運
用
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
病
棟
運
用

を
日
勤
夜
勤
の
切
り
替
え
タ
イ
ミ
ン
グ
で
紙
運

用
へ
切
り
替
え
、
同
日
午
前
の
外
来
診
療
終
了

後
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
を
停
止
し

て
、
同
サ
ー
バ
を
新
病
院
に
移
設
し
ま
し
た
。

移
設
か
ら
組
み
込
み
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の

再
開
に
は
６
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
21
日
に
各

部
門
シ
ス
テ
ム
の
移
設
と
接
続
、
22
日
に
は
入

院
中
の
患
者
さ
ん
の
引
っ
越
し
が
あ
る
た
め
に
、

20
日
中
に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
移
設
す
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
看
護
部
を
は
じ
め
、

院
内
の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
に
よ
る
迅
速
な
作
業

の
結
果
、
予
定
よ
り
前
倒
し
で
作
業
を
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
、
24
日
朝
に
は
無
事
新
病
院
で

外
来
診
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

（
二
川
氏
）

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
は
、
ア
ラ
イ

ド
テ
レ
シ
ス
の
対
応
力
が
大
き
な
成
功
の
要
因

で
あ
る
と
二
川
氏
は
話
す
。

「
今
回
の
構
築
は
、
非
常
に
短
期
間
で
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
構
築
作
業
に
対

す
る
迅
速
な
対
応
を
求
め
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス
の
担
当
者
た

ち
は
見
事
実
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

病
院
側
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
聴
取
し
、
そ

れ
を
咀
嚼
し
て
分
か
り
や
す
い
形
で
私
た
ち
に

ア
イ
デ
ア
提
示
を
し
て
く
れ
た
上
に
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
が
“
迅
速
”

と
い
う
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
、
非
常

に
速
く
進
ん
だ
こ
と
で
、
短
納
期
に
も
関
わ
ら

ず
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
導
入
で
き
た
の

で
す
。
稼
働
後
も
シ
ス
テ
ム
障
害
も
起
こ
ら
ず
、

安
定
稼
働
を
達
成
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
対
し
、

ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス
の
担
当
者
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今
後
に
つ
い
て
、
二
川
氏
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
私
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
際
し
て
は
、
５

年
後
、
も
し
く
は
次
期
シ
ス
テ
ム
更
新
を
見
据

え
て
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
状
を
鑑
み
る
と
、
５
年
後
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ

イ
ス
が
病
院
内
に
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ま
れ
て

く
る
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
回
の
更
新
で
は
、
音
声
通
信
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
新
病
院
建
築
作
業
の
関
係
で
分
離

し
ま
し
た
が
、
将
来
は
音
声
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

統
合
す
る
必
要
が
で
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
つ
い
て
も
、
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ

ウ
ド
化
す
べ
き
か
否
か
も
議
論
の
対
象
と
な
る

で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
仮
想
化
技
術
に
よ
る
サ
ー
バ
の
集

約
化
な
ど
も
、
当
院
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
他
院
で
事
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
で
な

く
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
全
体
を
管
理
の
対
象
に
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
、
次
世
代
の
Ｉ
Ｔ
の
技
術
革
新
に
対

し
て
は
、
現
状
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
十
分

対
応
で
き
る
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
完
了
し
て

い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
む
し
ろ
５
年
後
、

そ
し
て
次
期
シ
ス
テ
ム
更
新
が
個
人
的
に
は
非

常
に
楽
し
み
で
す
」

九段坂病院
国家公務員共済組合連合会

所 在 地：東京都千代田区九段南 1-6-12
院 　 長：中井　修
病 床 数：231床
職 員 数：318人
患 者 数：外来 208人／日、入院 154人／日　
診療科目：内科、心療内科、外科、整形外科、
リハビリテーション科、放射線科、麻酔科、
耳鼻咽喉科、皮膚科、泌尿器科、眼科、婦人科

　1926（大正 15）年の設立以来、九段坂
上で千代田区民に親しまれてきたが、施設
の老朽化に伴って 2015 年 11 月に九段坂
下の現在の地に移転した。
　脊椎脊髄疾患を専門とする整形外科では
日本トップレベルの実績を持つことで広く
知られる。一方、千代田区の高齢者サポー
ト事業と連携し、地域医療を支える病院と
してもより重要な役割を担う存在になって
いる。

Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
、
仮
想
化
技
術
導
入
等
、

５
年
後
か
ら
次
期
更
新
を
見
据
え
る

“
シ
ン
プ
ル
な
構
成
”
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今
後

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

病院情報システム端末は院内に約 300 台設置。各端末毎に IPアドレスを設定、端
末の移動に伴う設定業務の簡素化・迅速化を図っている

院内143ヵ所に無線 LAN 用アンテナを設置。モバイル端末や IoT
機器の増設など、今後をにらんだネットワーク設計を実施している

各階フロアに設置された光 LAN ケーブル。同院では、全てのスイッチ
に対して光ケーブルを収容。スター型のトポロジーを構成しているが、ス
イッチの構成を変えれば他のトポロジーや通信経路を形成することもでき
る。耐障害性、拡張性の高いネットワーク構成になっている

病院エントランス横のステンドグラスと中井院長。長い間病院と共に歴史を刻んだシンボルの栃の木
をメインモチーフに、創立時の病院の姿と九段坂の風景を描き、鮮やかなアンティークガラスの色彩
が、来院者を優しく迎え入れている

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
実
施
し
、

院
内
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
一
元
管
理

ネ
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ト
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ク
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合
管
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